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2009(H21)年度6年生総合試験問題

４染色体検査の結果を示す。この患者でみられるのはどれか。

ａ外反肘

ｂ両眼隔離

ｃ口蓋裂

ｄ正常卵巣

ｅ揺り椅子状足底

肩甲難産で避けるべき処世はどれか。

ａ子宮底圧出法

bMcRoberts体位

ｃ恥骨結合上部の圧迫

ｄ後在上肢解出

ｅ帝王切開

議 鍾諏蕊崩賎
２胎児水腫となる可能性が高いウイルス感染はどれか。

ａ風疹

ｂヘルペス

ｃムンプス
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３常染色体劣性遺伝形式について誤っているのはどれか。

ａ近親婚の確率が高い。

ｂ分離比は原則的に50％である。

ｃ両親は一般的に保因者である。

ｄ性別に関係なく両性にみられる。

ｅ変異世伝子のホモ接合体が発病する。
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鳶．篤農義合鍵蝿：
染色体検査の結果

５レム（REM）睡眠行動障害で、レム睡眠中に異常がみられるのはどれか。

ａ脳波

ｂ肺活量

ｃ心電図

．眼球運動

ｅ表面筋電図

ｙ

６ｱﾄビｰ性皮府炎の合併症として一般的でないのはどれか｡

ａ癖癖

ｂ白内障

ｃ伝染性戦属腫

ｄ伝染性膿痴疹

ｅカポジ水痘様発疹症
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１２ＷＰＷ症候群について誤っているのはどれか。

ａ先天性の疾患である。

ｂ房室の電気的短絡により、心室が早期興奮する。

ｃ発作性上室頻拍の原因となる。

ｄジギタリスで副伝導路の伝導が抑制される。

ｅ心房細動の合併により偽性心室頻拍を呈する。

７糖尿病網膜症の前増殖性変化はどれか。２つ選べ。

ａ硬性白斑

ｂ軟性白斑

ｃ毛細血管癌

．硝子体出血

ｅ静脈の数珠状拡張

１３FaJlot四徴症について正しいのはどれか。

ａ全先天性心疾患の中で最も頻度が多い。

ｂ通常出生直後からチアノーゼを認める。

ｃ無酸素発作予防にβ受容体刺激薬が有効である。

ｄ姑息的手術にはBlalock-Taussig短絡手術が選択される。

ｅ心臓カテーテル検査において右室造影を行うと肺動脈のみ造影される。

８口内炎の原因となるウイルスはどれか。２つ選べ。

ａＥＢゥイルス

ｂムンプスウイルス

ｃ単純へルペスウイルス

ｄインフルエンザウイルス

Ｐコクサッキーウイルス

胸部エックス線写真および左心室圧と肺動脈模入圧の同時記録を示す。１４４８歳の男性。胸部エツ

診断はどれか。

ａ大動脈弁狭窄症

ｂ僧帽弁狭窄症

ｃ肥大型心筋症

ｄ収縮性心外膜炎

ｅ原発性肺高巾FF庁

９気管支動脈塞栓術でカテーテルをすすめる順番として正しいのはどれか。

ａ大腿動脈一一一総腸骨動脈一一下行大動脈一一気管支動脈

ｂ大腿静脈一一一下大静脈一一肺動脈一一気管支動脈

ｃ榛骨動脈一一一鎖骨下動脈一一肺動脈一一気管支動脈

ｄ大腿静脈一一一奇静脈一一肺動脈一一気管支動脈

ｅ大腿静脈一一一門脈一一下大静脈一一気管支動脈
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肺動脈
喫入圧
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１０自然気胸の脱気療法の際、急速に脱気を行った場合に起こりえる障害はどれか。２つ選べ、

ａ肺水腫

ｂショック

ｃ皮下気腫

．患側肺の過膨脹

ｅ縦隔の患側への移動

１１慢性閉塞性肺疾患（COPD）でみられないのはどれか。

ａロすぼめ呼吸

ｂ呼吸音の減弱

ｃ肺肝境界の上昇

．下部胸郭の奇異性運動

ｅ呼吸補助筋を使った呼吸
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胸部エックス線写真 左心室圧と肺動脈撰入圧の同時記録
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２２プロトロンビン時間および活性化部分トロンポプラスチン時間の両方が延長するのはどれか。

ａ血友病A

bvonWjllebrand病

ｃ凝固第V因子欠乏症

ｄ凝固第VII因子欠乏症

ｅ凝固第｡、l因子欠乏症

Ｆ
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２０健常人の貯蔵鉄の総鼓に近いのはどれか。

ａｌｍｇ

ｂｌＯｍｇ

ｃｌＯＯｍｇ

ｄｌｇ

ｅｌＯｇ

１５心タンポナーデについて正しいのはどれか。

ａ心嚢液の貯留量が病態の発症や重症度を規定する。

ｂ右室よりも左室が先に拡張早期の虚脱所見を呈する。

ｃ中心静脈圧が上昇する。

。収縮期血圧が呼気時に低下する。

ｅ右心不全徴候に対しては、利尿薬にて経過を観察する。

２１進行期Hodg]dnリンパ腫の予後予測因子はどれか。３つ選べ。

ａ性別

ｂ白血球数

ｃ血清LＤＨ

ｄ血清アルブミン

eperfbrmancestatus（PS）

１６閉塞性動脈硬化症（ASO）による重症虚血下肢で認められる所見として誤っているのはどれか。

ａ皮府潰傷

ｂ安静時揮痛

ｃ体位による症状変動

ｄ足関節収縮期血圧＝30ｍｍＨｇ

ｅ足関節-上腕動脈血圧比（ABI）＝０．３

「
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１７正しいのはどれか。

ａ十二指腸潰揚は低酸を呈する。

ｂ急性胃粘膜病変は再発しやすい。

ｃ胃底腺ポリープは高率に癌化する。

d胃溌傷は十二指腸漬傷よりも穿孔しやすい｡

ｅ碓脇CObaCte7･pZ/jO沌除菌後判定には尿素呼気試験が有用である。

２３体内水分量が過剰な低Na血症をきたすのはどれか。

ａ下痢

ｂｉｌ厘吐

ｃ浸透圧利尿

ｄ副腎皮質機能不全

ｅＡＤＨ不適切分泌症候群

１８胃全摘出術と幽門側胃切除術で処理（切雛）が異なる血管はどれかＣ

ａ左胃動脈

ｂ右胃動脈

ｃ右胃大網動脈

ｄ短胃動脈

ｅ胃十二指腸動脈

２４尿路結石の再発予防として不適切なのはどれか。

ａ夕食後はすぐに就寝する。

ｂ尿ｐＨを6.5～7.0程度に保つ。

Ｃｌ日2,00011,0以上の飲水を指導する。

ｄ動物性たんぱく質の過剰摂取を避ける。

ｅ塩分の過剰摂取を避ける（log/日以下)。

１９潰揚性大腸炎について正しいのはどれか。

ａ高齢者に多い。

ｂ常染色体優性遺伝である。

ｃ縦走潰傷や蚊石像がみられる。

ｄ治療は栄養療法が第一選択になる。

ｅ長期経過例では癌化の危険性がある。

－１０９－６－－１０９－５－



頭部ＭＲ１ＦＬＡｌＲ冠状断画像
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2009(H21)年度6年生総合試験問題

３０数か月で進行する歩行障害で受診した患者の頭部､眼IFLA皿冠状断画像を示す。

この疾患でみられないのはどれか。

２５閉経期におこる変化で正しいのはどれか。

ａ下垂体ゴナドトロピンが上昇するためエストロゲンが低下する。

ｂエストロゲンは低下するがプロゲステロンは上昇する。

ｃ更年期には無排卵周期となる。

ｄ更年期障害と個人の性格の間に関連はない。

ｅ閉経すれば更年期障害はおこらない。

２８脊柱側湾症検診において着目するべき点はどれか。

ａ漏斗胸

ｂ肋骨隆起

ｃ腰痛の有無

．下肢の変形

ｅ麻嘩の有無

ａ尿閉

ｂ転倒

ｃ筋固縮

ｄ記憶障害

ｅ動作緩慢

２６Weber症候群に認められる症状はどれか。２つ選べ。

ａ病巣側の励眼神経麻癖

ｂ病巣側の顔面神経麻陣

ｃ病巣側の縮瞳

．病巣側の小脳失調

ｅ病巣と対側の片麻揮

両
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２７CreutzfeldtJakob病の髄液所見について正しいのはどれかＣ

ａプリオン蛋白を認める。

ｂ蛋白が増加する。

ｃ細胞が増加する。

ｄ糖が低下する。

ｅｌ４－３‐３蛋白を認める。

３．１先端巨大症で認められるのはどれか。２つ選べ。

ａ手足の容積増大

ｂ皮膚色素沈着

ｃ幅嬢困難

．皮間線条

ｅ高血圧

３２クッシング病について誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａクッシング症候群の大半を占める。

ｂ副腎腺腫が主因である。

ｃデキサメサゾン２ｍｇ抑制試験（Liddletest）でACTH値は抑制される。

dACTH高値である。

ｅＣＲＨ負荷テストでACTHは増加する。

２９先天性股関節脱臼について誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａ男児に多い。

ｂ初産児に多い。

ｃ家族内発生が多い。

ｄ骨盤位分娩に多い。

ｅ軟骨代謝疾患である。

３３MCCune-Albright症候群の特徴でないのはどれか。

ａ思春期早発

ｂ先端巨大症

ｃ甲状腺機能低下症

dcaf6-au-laitspot

e多発性線維性骨異形成

－１０９－８－－１０９－７－



４１３２歳の初産婦。妊娠34週の健診時、子宮底長38ｃｍ、血圧140/90、尿蛋白（±）で超音波断層法

を行った。胎児推定体重は2,6509、羊水指数（AFI）は26ｃｍであった。

「

Ｆ
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(20歳以上で）を示している組み合わせはどれか。

女性６％

女性３０％

女性１１％

女性２１％

女性２１％

３９日本人の喫煙率

ａ男性６４％

ｂ男‘性３９％

ｃ男性３９％

ｄ男性２６％

e男性33%

３４外来通院中の２型糖尿病患者の体重が増加した。このとき上昇しないのはどれか。

ａケトン体

ｂブドウ糖

ｃ遊離脂肪酸

。カイロミクロン

ｅＩｍＬ－コレステロール

４０喫煙により血中濃度が低下する薬物はどれか。

ａアルコール

ｂシメチジン

ｃテオフィリン

ｄバルピッール酸塩

ｅベンゾジアゼピン

３５白血球数が増加するのはどれか。２つ選べ。

ａ強皮症

ｂ混合性結合組織病

ｃ結節性多発動脈炎

。悪性関節リウマチ

ｅ全身性エリテマトーデス

緑
魁

３６R35maud現象と手指の硬化がみられる疾患の診断に有用な検査はどれか。３つ選べ。

ａ抗Sm抗体

ｂ抗RNP抗体

ｃ抗DNA抗体

ｄ抗Scl-70抗体

ｅ抗セントロメア抗体

血液検査で必要な項目はどれかＣ

ａプロラクチン

ｂエストリオール

ｃアルファフェトプロテイン

。ヘモグロビンＡｌｃ

ＦＬクレアチニン

３７”cobac”池77z,q,ひ”7z感染症について誤っているのはどれか。

ａヒトーヒト感染はない。

ｂ予防内服を行なうことがある。

cZiehl-Neelsen染色で赤く染まる。

ｄ通常の抗結核薬に対する反応が乏しい。

ｅ核酸検査でＭ１/cobqc彪γ血”皿b９７℃z6jos布と鑑別できる。

３８食中毒発生時にヒトからヒトへの二次感染を起こしやすいのはどれか。２つ選べ。

ａノロウイルス

ｂボツリヌス菌

ｃ黄色ブドウ球菌

．カンピロバクター

ｅ腸管出血‘性大腸菌

－１０９－１０－
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４４６か月の乳児。出生直後に小さい赤色斑であったものが徐々に増大した。現在は増大傾向はな

く、光沢のある赤い皿噛部の一部に灰色がかった部分が斑状に見られるようになっている。

４２２８歳の女性。実父が急に亡くなり、法事や役所への手続きのために慌ただしい１週間を過ごし

た。手続きが一段落した直後から、急に上機嫌となり、にこにこと話し続けていることが多くな

り、夜中まで掃除や洗濯などをしていて落ち着かなくなった。「眠らなくても全然疲れない」とい

うＯ買い物に出かけると不要な物をどんどん買ってきてしまい、家族や隣人に配って回る。夫が

制止すると「お金なんていくらでもあるわ」と怒鳴るように言い返す。本人の談話については、

内容は理解できるものの次々に話題が飛び、しばしば冗談を言って笑う。身体的異常は認めない。

正しいのはどれか。

ａ顔面神経麻仰を伴う。

ｂ直ちに切除した方が良い。

ｃ頭蓋内の病変が疑われる。

ｄレーザー治療の絶対的適応である。

ｅ就学時期までに自然消退することが多い。

この患者について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ連合弛緩を呈している。

ｂ病識はあると考えられる。

ｃ治療には炭酸リチウムを用いる。

。このエピソードの再発率は20％程度である。

ｅ同様の状態は身体疾患に起因することはない。

弔

ｈ，

－６
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《''‘
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型Ｌｰ誠
〃理pはj謝り金一

４３３歳８か月の男児。妊娠分娩歴、家族歴上は問題なく、発達も正常であった。妹が生まれて以

来、突然まばたきが連続し、首を横に振る動作が目立つようになった。意識消失は認められず、

呼吸抑制もない。睡眠中には､症状は認められない｡最近では､咳払いや吃音も認められるよう

になった。

両親への説明として正しいのはどれか。

ａ妹と離れて生活させる。

ｂ睡眠導入薬を内服させる。

ｃ抱きしめて、一緒に過ごす時間を増やす。

ｄ偏食を避けるため、嫌いな食材も食べさせる。

ｅ十分に監視して、症状の出現時には指摘する。

〃腰

肩

緑
』

４５生後６か月の乳児。両側服宮部の紅色皮疹を指摘され、外用薬を塗布されたが皮疹は増悪し、

顔而、頚部、鼠径部に拡大した。健常部皮府も擦過すると剥離がみられるようになった。頚部の

皮疹の写真を示す。

』

－１０９－１２－

最も適切な治療はどれか。

aPUVA療法

ｂ抗菌薬静注

ｃ抗真菌薬外用

ｄ免疫抑制薬静注

ｅ副腎皮質ステロイド薬経口投与

四

F『
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ｎ期

頚部の皮疹

－１０９－１１－
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４７２歳の女児。半年前より、眼が内側によっていることに家族が気づき来院した。視力は両眼と

もに0.1（0.4×+4.0,)。而眼ともに眼球運動制限はなく、交代視は可能であった。前眼部中間透光

体、眼底には異常は認めない。調節麻揮薬点眼下の屈折は両眼ともに＋6.0,。顔写真を示す。

４６５０歳の男性。数年前から頭部、体幹、四肢に厚い銀白色の鱗屑が付着する境界明瞭な類円形の

紅斑が多発したため来院した。臨床写真と病変部から採取した生検組織の病理組織H_E染色標本写

真を示す。

『

Ｈ

１

脳最初に行う治療はどれか。

ａ近方の注視訓練

ｂ完全矯正眼鏡の装用

ｃ単眼の内直筋後転術

ｄ両眼の内直筋後転術

ｅ副交感神経遮断薬の点眼

本疾患に特徴的な組織所見として誤っているのはどれか。

ａ不全角化

ｂ願粒層の消失

ｃ表皮突起の根棒状延長

ｄ基底層のメラノサイトの増加

ｅ真皮乳頭層の毛細血管の拡張・充血、出血

Ｉ､1111」‘』1,VMW'蝋蜘騨

;Ｗｖｌｌ職 帥
＝『客

＆
一宇＝迅

顔写真

－１０９－１３－

■
■
ｎ
日
ｒ

、一一一三皇室壁≦＝

＃＃

哲． 画呼９
，

r､，

４８６５歳の男性。昨日の朝起き上がる時に回転性のめまいを自覚した。動かないでいるとめまいは

１分程度でおさまるが、少しでも動くと回転性めまいを感じた。めまいがおさまって歩き出すと、

ふわふわした浮動感も認めている。また床につくときも回転性のめまいを感じた。

手足のしびれ、舌のもつれなどめまい以外に神経学的異常所見は認められなかった。初診時に認

められた眼振を示す。

－１０９－１４－
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病理組織H-E染色標本

○

壷

臨床写真

霧

初診時に認められた眼振

病変部位はどこか。

ａ球形愛

ｂコルチ器

ｃ前庭神経

ｄ半規管

ｅ小脳 ○ ｒ，

r~、，

と~、



『 序 2009(H21)年度6年生総合試験問題

５０１８歳の男子。生来健康。発熱および呼吸困雌を主訴に来院した。１０日前から、発熱と咳鰍を自

覚。５日前から呼吸困雌を伴うようになり他院を受診。抗菌薬を投与されるも発熱は持続、呼吸

困難が増悪している。ｌか月前から喫煙を開始している。意識清明。体温38.2℃、呼吸数24/分、

血圧120/82mmHg・脈拍120/分、整。空気吸入下SpO285％・両側下肺野背部でfinecrac]desを聴取

する。血液所見：白血球１１，２００（梓状核好中球１１％、分葉核好中球68%、好酸球2％、単球2％、リ

ンパ球17%)。ＣＲＰ16.4ｍｇ/４２．

胸部エックス線写真と胸部単純CTを示す。

４９４１歳の女性。２週間前から食事中の左頚部の腫脹と痛みを主訴に受診した。食後30分で左頚部

の腫脹が消退するという。

頚部CT画像を示す。

串ニーエ』

治療法はどれか。

ａ放射線療法

ｂ手術的摘出

ｃ抗菌薬投与

ｄ唾液腺ブジー

ｅカルシウム桔抗薬投与

気管支肺胞洗浄液で増加しているのはどれか。

ａ好酸球

ｂ多核白血球

ｃＢリンパ球

ｄＯＤ４陽′性Ｔリンパ球

ｅ肺胞マクロファージ

頚部CT画像

胸部エックス線写真

…:鍔慰日上

稚き

－１０９－１５－

胸部単純CＴ

⑧

－１０９－１６－
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2009(H21)年度6年生総合試験問題

５２左肺門部及び縦隔の局所解剖を示す。

Ｄの障害による症状はどれか。２つ選べ。

ａ腹声

ｂ不整脈

ｃ呼吸困難

．発汗異常

ｅ上大静脈症候群

５１２２歳の男性。１４時頃プールで飛び込み、顔面を水而で打撲した。直後には自覚症状はなかった

が、１６時頃呼吸困難が出現し改善しないために近医を受診した。理学所見で頚部に握雪感を認め

たため、輔査加療目的で搬送された。経過中に発熱、咳噺、血痕、胸痛は認めていない。

来院時現症では頚部に握雪感を認める以外に異常はなく、検査所見でも問題はない。動脈血ガス

分析も正常であった。胸部単純エックス線写真、胸部CTを示す。

診断はどれかＣ

ａ食道穿孔

ｂ気管断裂

ｃ心膜気腫

ｄ縦隔気腫

ｅ腸管穿孔

大動脈弓

旬

間

Ａ

大動脈

左肺門部及び縦隔の局所解剖

－１０９－１７－ １０９－１８－
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胸部ＣＴ

胸部単純エックス線写真



心音図（上から心尖拍動図、頚動脈波、心尖部の高、

中、低音心音図および心電図）

「

ｒ
』 2009(H21)年度6年生総合試験問題

５４５３歳の男性。通勤時に駅の階段を昇っていたところ、意識を失い救急車で病院に搬入された。

２年前から労作時の息切れと胸部圧迫感を自覚していたが、２～３分の安静で症状が消失するた

め放置していた。来院時、意識清明。脈拍96/分、整。血圧100/64mmHg・心音図（上から心尖拍動

図、頚動脈波、心尖部の高、中、低音心音図および心電図）と心エコー図（長軸像）を示す。

５３７３歳の男性。３～４年前から、平地歩行時に呼吸困難を自覚し、咳、疲を伴うようになったが

放置していた。５日前から発熱、膿性疾が出現し、呼吸困難が増強したため来院した。喫煙歴は

２０歳から20本/日。来院時、意識清明、体温37.8℃、血圧126/70mmHg、心拍110/分、整。呼吸回数

２０回/分、胸部では打診上鼓音、呼吸音の減弱と呼気の延長が認められ、両下肢に浮腫を認めた。

白血球13,000/“､CRP12Ing/"､動脈血カス分析(空気吸入下）:ｐＨ7.35､PaCO246TorT､PaO2

５３Torro胸部エックス線写真を示す。

－１０９－１９－

蕊 蕊

適切な治療はどれか。

ａβ遮断薬の投与

ｂ硝酸薬の投与

ｃ冠動脈形成術

ｄ弁置換術

ｅ抗菌薬の投与

最初に行う治療として適切でないのはどれか。

ａ抗菌薬投与

ｂ低流量酸素投与

ｃ気管支拡張薬投与

ｄ副腎皮質ステロイド薬投与

ｅ気管挿管下人工呼吸療法
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胸部エックス線写真
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心エコー図（長軸像）
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Ｌ 2009(H21)年度6年生総合試験問題

５７５８歳の男性。血便を主訴に来院した。直腸診で固い腫掴を触知する。直腸の注腸造影写真を示す。５５７９歳の男性。５年前より糖尿病と高血圧で通院している。約ｌか月前より、歩行時に右下腿に

窪痛を自覚するようになり、連続歩行可能距離が900ｍにまで短縮した。近くの病院で腹部血管造

影CT検査を受けたところ、右総腸骨動脈近位部から約１６ｃｍ長の完全閉塞が認められた。足関節-上

腕動脈血圧比は右0.7,左１．１であった。

確定診断と進行度診断に必要な検査および適切な治療方法の組合せはどれか。

大腸内視鏡一一一一一一一一一胸腹部CＴ一一一一一一手術

大腸内視鏡一一一一一一一一一血液検査一一一一一一抗菌薬投与

大腸内視鏡一一一一一一一一一小腸造形一一一一一一免疫抑制薬投与

ガリウムシンチグラフイ一一一胸腹部ＣＴ－－－一一一手術

ガリウムシンチグラフイ一一一頭部CＴ一一一一一一一化学療法

ａ
ｈ

－１０９－２１－

本患者の治療として正しいのはどれかＣ

ａ抗凝固療法

ｂ抗血小板療法

ｃバルーン血管形成術（PTA）

ｄ交感神経切断術

ｅ血行再建術（バイパス術）

－１０９－２２－

『豚
・
一
牢

５６５６歳の女性。高血圧の内服治療中であった。突然激しい前胸部痛と背部痛が出現し、持続する

ため救急車にて救命センターを受診した。来院時、血圧168/９２ｍｍＨｇ，心拍数86/分、整。胸部造

影CT検査を示す。ＣＴ撮影後、強い胸痛を訴え意識レベル低下と血圧低下（80/50mmHg）を認め

た。

適切な対応はどれか。

ａ昇圧薬の投与

ｂ血栓溶解薬の投与

ｃｌＡＢＰ

ｄ経皮的冠動脈インターペンション

ｅ人工血管極換手術

直腸の注腸造影写真

一一一一

胸部造影ＣＴ検査



この患者のC型慢性肝炎に対する診療方針として正しいのはどれか。

ａ潟血による鉄除去

ｂ入院のうえベッド上安静

ｃ副腎皮質ステロイドホルモン投与

ｄ定期的な採血と超音波検査による経過観察

ｅペグインターフェロンとリバビリンの併用療法

炉
哩 2009(H21)年度6年生総合試験問題

５９７歳の女児。意識障害にて救急車で搬送されてきた。呼びかけには答えるが臓肺としている。

数週間前より全身倦怠感と微熱があったという。皮膚と眼球結膜に黄染が見られ、肝を３横指触

れる。ALT8501U74、ＡＳＴ1,5801U/’、ＬＤＨ1,360IU71(基準115~359)、直接ピリルビン8.6ｍｇ/〃。

７５歳の女性。２０年前から肝機能障害を指摘され、最近C型慢性肝炎と診断され、インターフェロ

ン療法を希望して来院した。飲酒歴はない。３年前に問質性肺炎の既往がある。現在うつ病と診

断されているが服薬治療中で状態は落ち着いている。身長150cm、体重50kg・赤血球300万、ヘモ

グロビン９．４９/("、白血球3,000、血小板12万。血清生化学：総ビリルビン1.0ｍｇ/伽、ＡＳＴ30単位、

ALT45単位、γ-GTP50単位、ＨAV抗体陽性、配s抗原陰性、ＨＣＶ抗体陽性、血中のHCVLRNA量は

低値でありＣ型肝炎ウイルスのセロタイプはグループ２である。

肝生検所見を示す。

5８

有用な検査はどれか。２つ選べ。

ａ胆汁酸

ｂアンモニア

ｃヒアルロン酸

d間接ピﾘﾙピﾝ値

ｅプロトロンビン時間

『

６０５６歳の女性。３週間前からの腹部膨満を主訴に来院したｏ腹部は膨隆し、圧痛は認めない。腹

部超音波検査で腹水様所見があり、穿刺でゼリー状の液を吸引した。

この患者で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ治療として手術を行う。

ｂ組織学的悪性度が高い。

ｃ腹部CT検査は有用ではない。

ｄ消化管の通過障害はきたさない。

ｅ虫垂や卵巣が原発臓器として考えられる。

肝生検所見

－１０９－２４－
－１０９－２３－



みられるのはどれか。

ａ喉頭浮腫

ｂ脂肪肝

ｃ深部静脈血栓症

ｄ脳出血

ｅ肺線維症

炉
心

2009(H21)年度6年生総合試験問題

６２１９歳の男性｡生来健康｡浮腫と尿量減少を訴えて来院。１週間前より浮腫が出現し､体重が約８ｋｇ

増加した。意識清明、身長170ｃｍ，体重72kg，体温36.8℃、脈拍102/分整、血圧98/５６mmHg･心音

と呼吸音に異常を認めない。腹部は平坦・軟・四肢に浮腫著明。尿検査：蛋白（4十)、糖（一)、潜

血(－)。血液生化学所見：総蛋白5.19/〃、Ａｌb2.29/〃、尿素窒素20mg/〃、クレアチニン0,6ｍｇ/〔"、

尿酸5.4ｍｇ/〃、ＯＲＰ0,03ｍｇ/“ＩｇＧ543ｍｇ/d@．腎生検光顕、PAS染色所見を示す（400倍)。蛍光

６１３８歳の男性。鼻出血を主訴に来院した。口腔粘膜の出血と四肢に紫斑を多数認める。白血球

12,000、赤血球369万、ＨｂｌＯ９ｇ/“血小板1.5万、プロトロンピン時間（PT）１６秒（基準9-13)、

活性化部分トロンボプラスチン時間（APTT）７０秒（基準25-45)、フイブリノゲン１００ｍｇ/〃（基

準150-400)、ＦＤＰ６０ﾉug/1110（基準１０以下)。骨髄検査を行ったところ、写真に示すような細胞が多

数認められた。

抗体法ではIgG、IgA、IgM、０３、Ｃ４は陰性。

この疾患について適切なのはどれか。２つ選べ。

ａｔ（15;１７）の染色体異常をもつ。

ｂ血清リゾチームが高値である。

ｃ急性骨髄球性白血病の中で予後が悪い。

dBCR-ABL融合遺伝子が形成されている。

ｅ再発・難治症例には亜ヒ酸も使用する。

『

－１０９－２６－

PAS染色所見

写真

－１０９－２５－
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６４５０歳の女性。４～５年前より月経量が多くなり最近月経の期間も延長し月経痛も出現したため

来院した。陸分泌液は粘液白色調で、子宮頚部、腫内に異常を認めない。診察上腹腔内に固い腫

癌を認めた。骨盤におけるMRIT2強調写真を示す。

６３４５歳の女性。３回正常分娩の既往がある。最近、排尿障害と軽度の尿失禁を自覚し来院した。

排尿回数は１日平均５回である。下着が汚れるのでパッドを１日１枚使用している。尿検査は正

常で尿路感染症はない。尿路造影立位で勝耽底が恥骨上緑より３cm下降している。（図）

』耳
〒■〃

.'ｊＬＥ
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この疾患において正しいのはどれか。

ａ５０歳以降の女性に多い。

ｂプロラクチン依存性に増殖する。

ｃ多発性は30％程度である。

ｄ診断には頚部細胞診検査が優れている。

ｅ治療にはGnRHアゴニストを用いる。

診断と治療の正しい組み合わせはどれか。

ａ切迫性尿失禁一一一一一一一一一一一一一一抗コリン薬の投与

ｂ奇異性尿失禁一一一一一一一一一一一一一一尿道拡張術

ｃ子宮脱一一一一一一一一一一一一一一魚径ヘルニア手術

ｄ腹圧性尿失禁一一一一一一一一一一一一一一骨盤底筋体操

ｅ過活動脚光一一一一一一一一一一一一一一一α１アドレナリンブロツカー

６５２３歳の女性。半年間月経がなく受診した。体重が１年間で約10kg減少した。内診上は特に異常

所見はない。

■

雨

Ｆ
ｕ

骨盤におけるＭＲＩＴ２強調写真

』企・・
皿

－１０９－２８－

無月経の検査・診断として誤っているのはどれか。

ａ機能的原因が考えられる。

ｂプロケステロン試験を行う。．

ｃ副腎・甲状腺機能の検索を行う。

ｄゴナドトロピン分泌値の高い症例は中枢性無月経である。

ｅ機能的原因の場合は排卵誘発を含むホルモン療法を行う。

園

－１０９－２７－



『

【 2009(H21)年度6年生総合試験問題

６８４か月の乳児。体が柔らかいことを主訴に受診した。母親は、妊娠中から児の胎動が少ないこ

とを自覚していた。哨乳力が低下し、蹄泣が弱く定頚は認めない。あやすとよく笑う。血液検査

で血清ＣＰＫ３８単位（基準１０～40）であった。遺伝子検索の結果、５ｑ１３．１の領域に存在する

survivzUlmotorneuron（SMN）遺伝子､neuronalapoptosisjnhibitoryprotem（NA正）遺伝子の異常

を確認した。

６６５２歳の女性。５０歳ごろから月経が不順となり、閉経した。その後、のぼせ、著明な発汗が出現。

少しのことで不安になり、イライラするようになった。本人は「更年期のせいだから」と様子を

みていたが、症状は改善せず、イライラしたことで夫に八つ当たりをしては自己嫌悪に陥ったり

していた。最近は気分の落ち込みや、「他にも何か悪い病気があるのではないか」などと盛んに思

うようになっている。

同時期に、この児に見られるのはどれか。

ａ間接拘縮

ｂ知覚障害

ｃ舌の筋束性掌縮

ｄ深部腿反射冗進

ｅ遠位筋優位の筋力低下

適切な治療はどれか。２つ選べ。

ａ抗うつ薬

ｂ抗不安薬

ｃ向精神薬

。精神刺激薬

ｅ甲状腺ホルモン薬
６９６歳８か月の男児。突然の意識消失を主訴に受診した。４か月前頃より突然ぼんやりとして呼

びかけに反応がないことがあり、徐々にその頻度が増えてきた。妊娠分娩歴、家族歴上は問題な

く、現在までの知的発達は良好であった。自然睡眠時脳波所見を示す。

６７１９歳の男性。４か月前より多飲多尿が、ｌか月前より頭重感と上方注視障害が出現した。血液

学検査所見：赤血球330万、Hb89g/〔"、Ｈt24％、白血球7,200、血小板１８万。生化学検査所見：Na

l25mEq/４，Ｋ4.5mEq/２，Cl98mEq/‘、hCG-β:0.1mlU/1114（基準0.1以下)、AFP:3,9/州４（基準

０－１０)。頭部MRI造影後Tl強調像（矢状断）を示す。

初期治療として正しいのはどれか。

ａ経過観察

bACTH筋肉内投与

ｃビタミンB6大量療法

ｄアセトアミノフェン内服

ｅバルプロ酸ナトリウム内服

1１

考えられる診断はどれか。

ａ髄膜腫

ｂ庇細胞腫傷

ｃ頭蓋咽頭腫

ｄ下垂体腺腫

ｅ転移性脳腫癌

1２
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頭部ＭＲｌ造影後T1強調像（矢状断）
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自然睡眠時脳波所見



この疾患で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ尿中アミノレブリン酸の上昇を認める。

ｂ常染色体優性遺伝である。

ｃ粘神症状は伴わない。

ｄ予後は良好である。

ｅ光線過敏症がある。

『 2009(H21)年度6年生総合試験問題

７２２１歳の女性。大学生。試験やクラブの合宿前になると腹痛、’1匠吐、血尿が出現するため、鞘査

を希望して来院した。成績は中の上。月経周期は規則的である。身長１６８ｃｍ、体重５０ｋｇ・血圧

１１４/66mmHg，脈拍72/分、不整脈なし。

黄恒なし。下肢の浮腫なし。下肢の腿反射が減弱している。安静時振戦なし。ＷＢＣ6,800、ＲＢＣ

400万、Pltl3万、ＡＳＴ坐IU71、ALT401U/’、CK641U/、（基準44～170)、ＢＵＮ１４ｍｇ/dl、ｏｒ

0.7ｍｇ/“、Nal38mEq/４，Ｋ3.8mEq/‘、OllOOmEq/０，ＣＲＰ0.03ｍｇ/〃＞・

腹部超音波所見に特記すべきものなし。

7038歳の女性｡左股関節の痛みを主訴に来院した｡股関節ｴｯｸｽ線写真を示す｡

治療法として誤っているのはどれか。

ａ体重のコントロール

司
・
・
手

■
一
席
層
宮
。

雁
陣
Ｆ
Ｉ
Ｉ

ｂ人工股関節全置換術

ｃ骨切り術

。杖の使用

ｅ運動療法

１

‘１

;鯉卓

『

壷
凶

学
７１４２歳の女性。生来健康であった。

２か月前から食事とは関係なく、突然意識消失発作がある。月経周期は正常である。

身長165ｃｍ、体重43kg・血圧120/７６mmHg、脈拍76回/分。貧血はなく、胸腹部に異常所見なし。

診察中に意識が混濁し、床に倒れた。

意識消失発作以外には、片麻埠などの神経学的異常所見はない。

血糖値は30mg/dｲであった。

股関節エックス線写真

７３１０歳の女児。肥満を主訴に来院した。９歳の頃から身長は伸びないのに体重増加が著しい。

業成紙は普通である。身長130ｃｍ、体重63kg･血圧130/84mmHg･下腹部に皮膚線条を認める。

－１０９－３２－

診断に最も有用なのはどれか。

ａＴＲＨ負荷試験

bLHRH負荷試験

ｃアルギニン負荷試験

ｄ経口ブドウ糖負荷試験

eデキサメサゾン抑制試験

この患者の下垂体ホルモンで低値を示すのはどれか。

ａ成長ホルモン

ｂプロラクチン

ｃゴナドトロピン

ｄ甲状腺刺激ホルモン

ｅ副腎皮質刺激ホルモン

－１０９－３１－
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７５３４歳の女性。２年前から眼球乾燥感、眼痛を自覚するようになった。２か月前から全身の関節

痛、口内乾燥感、微熱が出現し、耳下腺の腫脹を繰り返したため来院した。手指関節の圧痛、腫

脹は認めるが変形はない。両側耳下腺、顎下腺の腫脹を認める。耳下腺管造影を示す。

７４４５歳の女性。乳癌検診のマンモグラフイで異常を指摘され来院した。自覚症状はない。乳房の

触診と超音波では異常を認めない。マンモグラムとその拡大写真を示す。

正しいのはどれか。

ａカテゴリー分類は３である。

ｂ石灰化の分布は区域性である。

ｃ石灰化の‘性状は微細円形である。

ｄマンモトーム生検の適応である。

ｅ提示したマンモグラフィはC-Cviewである。

耳下腺管造影

７６３２歳の女性。保健所でHIV検査の採血を担当している。

現病歴：本日、２９歳の男性の採決時に、誤って自分の指尖部に針を刺してしまった。

既往歴：特記すべきことはない。

２９歳の男性はIⅡV抗体陽性であった。

本症に合併しやすいのはどれか。３つ選べ。

ａ精巣上体炎

ｂ慢性甲状腺炎

ｃ逆流性食道炎

。原発性胆汁性肝硬変

ｅ尿細管アシドーシス

P

鍵！

起炎菌として最も考えられるのはどれか。

ａ淋菌

ｂ腸球菌

ｃ大腸菌

ｄブドウ球菌

ｅクラミジア

７７２７歳の男性。尿道分泌物と尿道不快感を主訴に来院した。２週前に異性との性交渉があった。

数日前より擬液性の分泌物､軽度の尿道不快感を認めた。尿所見：蛋白（一)、糖（一)、潜血（土)、

沈置赤血球０－１/1視野、白血球10-30/l視野。

－１０９－３３－
－１０９－３４－
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マンモグラム

マンモグラムの拡大写真

今後の対応として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ心のケアの専門家に紹介する。

ｂ妊娠していれば中絶をすすめる。

ｃ公務災害の申請は感染の成立後に行う。

ｄエイズ患者と同じプロトコルで抗ｍV薬の投与を行う。

ｅ感染非成立が確認できるまで定期的に抗HIV抗体の検査を行う。

牙桐
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８０４０歳の男性。３年前より連続飲酒がみられている。ここｌか月もほぼ連続的に飲酒しており、

生活も乱れている。ここ２，３日は歩行にも支障をきたし、物も２重にみえると訴えだした。

７８６７歳の男性。下痢を主訴に来院した。脳梗塞後遺症のため２年前から自宅で寝たきりの状態で

あった。１０日前に気管支炎を併発し、抗菌薬による治療を受けている。４日前から頻回の下痢が

出現し、止痢薬を服用するも改善しなかった。意識は清明。体温37.5℃・脈拍96/分。血圧

134/80mmHg･口腔粘膜は乾燥し、腹部所見で下腹部に軽度の圧痛を認めた。血液所見：赤血球

450万、Ｈｂｌ４２ｇ/〃、Ｈt４９％、白血球数12,800．血液生化学所見：総蛋白7.09/〃、ＡＳＴ２６ＩＵ/、、

ALT301U/Ｚ、尿素窒素30Ing/d０、クレアチニン1.4mg/d､、Nal30mEq/’、K32mEq/’、Cl94mEq/４．

免疫学的所見：CRP2.3mg/〃、ＣＥＡ2.7,9/1１１４（基準5以下)。下部消化管内視鏡写真を示す。

直ちに必要なのはどれか。

ａチアミン

ｂジァゼパム

ｃシアナマイド

．ジスルフィラム

ｅクロルプロマジン

■

まず投与すべき薬剤はどれか。

ａ抗真菌薬

ｂ免疫抑制薬

ｃ塩酸パンコマイシン

ｄ副腎皮質ステロイド

ｅ５－アミノサリチル酸製薬

f、

ｊ蝋
‘螺

下部消化管内視鏡写真

７９ブドウ球菌食中毒が疑われた場合の対応として誤っているのはどれか。

ａ摂取した食品を聞く。

ｂ食前の加熱によって予防する。

ｃ家族に発症者がいないかを聞く。

ｄ直ちに最寄りの保健所長に届け出る。

ｅ調理者の手指に化膿巣がないかを調べる。

lＯ９－３６－
－１０９－３５－


